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aldine200mg/日の投与を行なった.その結果.開存期

間は Ⅰ群11.4±10.1ケ月,Ⅱ群20.0±12.0カ月で有意に

(p<0.05)Panaldine投与群で延長した.また,新設

グラフトで Panaldine投与群16例と非投与群47例との

比較において投与群の開存期間は20.6±12.4カ月,非投与

群は13.3±9.6カ月であり投与群において有意に (P<

0.02)延長した.Panaldine投与は修復および新設グ

ラフト両者とも非投与群に比して開存期間を有意に延長

し有効であった.

3.凝固異常を認めたマクログロブリン血症

の 1例

佐藤 正之 ･村川 英三 (鏡 嘉品詣 ター)

座長 佐藤 正之

4. 抗血小板剤が奏効した抗腫蕩剤による

MHAの 2例

伊藤 粋子 ･広野 茂 (謂 健生病院)

5. 第Ⅶ因子補充療法で完全治癒を見た

血友病A (重症型)脳出血の 1例

篠川真由美 ･大西 洋司
布施 一郎 ･小池 正 (新潟市民病院)
塚田 恒安

帰 朝 講 演

司会 服部 晃

血栓症と血小板放出反応

山形大学第三内科

小 池 和 夫 先生

特 別 講 演

司会 坂下 勲

解説 小出武比古

血液凝固の機序について
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1. 乳児期ビタミンK欠乏症スクリーニングテ

ス トと本症による頭蓋内出血の 1例

聖霊美雲享 :謂 翌夏 (発 語民純 )

本多 拓 ( 同 脳外科)

2.血友病患者の家庭療法の経験

伊藤 正一 ･鈴木 寛 (舘 新発踊 院)

座長 新井 弘之

3. 糖尿病 ･脳梗塞における凝固,線溶,

血小板機能検査について

伊藤 枠子 ･広野 茂 (謂 健生病院)

藤井 和代 ･横山 正明 ( 同 中検)

4. ウロキナーゼの投与量はこれでよいか

-a2PIの立場から一

本間 義幸 (謂 欝昌病院)

松林 俊衛 ( 同 中検)

目的 :脳梗塞に対するウロキナーゼ (UX)の線溶効

果は臨床効果と相関するか.

対象と方法 :新鮮脳梗塞50例 (平均年令68歳)を対象

とした.UKは12万単位を6回合計72万単位を,2.5日以

内にワンショットで静注した.線溶効果は血中 α2pL

asmininhibiter(α2PI)の減少率により,臨床効果

は第 7病日の神経症状の改善度によって示 した.

結果 :神経症状改善群 (25例)では,α2PIは46±10

%,不変群 (18例)では41±10%,悪化群 (7例)では

36±13%,それぞれ減少した.UK の投与方法は安全で

ほぼ確実な方法を選択したつもりであったが,線溶が期

待できる α2PI50% 減少 ラインに通 したものは13例

(26%)にすぎない.

結論 :神経症状改善群では悪化群に比して,α2PIは

有意に減少していた.(P〈O.05)即ち脳梗塞の神経症状

の改善は UK の線溶効果と相関していた.


